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１ 中間答申後の取組状況
 ＩｏＴ推進コンソーシアム、スマートＩｏＴ推進フォーラムの設立について

２ 今後の検討について
AI・脳研究分野等の先端技術分野のプロジェクト推進方策等の検討
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１ 審議内容・目的

• 本年7月に取りまとめられた中間答申において提言された重点研究開発課題のうち、
「社会（価値）を創る」分野を中心に、自律型モビリティシステム、次世代IoT等の先端技術
分野、さらに、AI・脳研究分野に関する課題について重点的に議論し、具体的なプロジェ
クトの推進方策、研究人材の育成方策、標準化ロードマップ等について検討。

２ 検討体制

• 技術戦略委員会の下に、自律型モビリティシステム、次世代IoT等の先端技術分野の
技術開発等に関する課題を検討する「先端技術WG」を設置するとともに、AI・脳研究分野
の技術開発等に関する課題を検討する「AI・脳研究WG」を設置する。

• 研究人材の育成方策、標準化ロードマップ等については、技術戦略委員会において検討
を行う。

３ スケジュール

• 平成２８年３月目途に中間取りまとめ、
• 同年７月目途に第２次中間答申

7ＡＩ・脳研究分野等の先端技術分野の推進方策の検討（案）









（参考） 総務省関連機関の人工知能関係の研究拠点

言語・文化・能力・距離・臨場感の壁
を 越 え 、 心 が 通 う コ ミ ュ ニ
ケーション、すなわちユニバーサルコ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 実 現 の た め
の 研 究 開 発 を 推 進 す る た め に 、
平成12年に開設。

インターネット上の大量の情報を自
動的に解析し、質問者に有益な回答
を提示するデータ解析技術や、多言
語 音 声 翻 訳 技 術 等 の 研 究
開発を推進。

NICT ユニバーサル
コミュニケーション研究所

所在地：京都府相楽郡精華町

NICT 脳情報通信融合
研究センター （CiNet）

脳科学を情報通信技術（ICT）の

研究に応用することを目的として、
平成25年に開設。

脳機能計測技術や、脳活動か
ら脳の処理情報を把握する技術、
脳の仕組みを活用したネットワー
ク制御技術等の研究開発を推進。

所在地：大阪府吹田市
（大阪大学内）

電気通信分野における基礎的、
独創的な研究を推進し、広く社会に
貢献するために、昭和61年に開設
（平成元年に現在地に移転）。

脳情報科学や生活支援ロボット、
無線通信などの情報通信分野で
最先端の研究開発を推進。

(株)国際電気通信基礎技術
研究所（ATR）

所在地：京都府相楽郡精華町
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